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１ 地域農業の概要 

員弁郡東員町は三重県北部に位置

し、町の中央を員弁川が東に流れ、北

部にかけて標高 100m 前後のゆるやか

な丘陵を形成している。東と北は桑名

市、西はいなべ市、南は四日市市に隣

接し、東西 5km、南北 7.3km、総面積

2,268ha の都市近郊農村で水田農業が

盛んである。【図 1】 

東員町の農地面積は 722ha(令和４ 

年４月調査)であり、総面積の約３割

を占めている。そのうち 605ha が土地

利用型の水田農業として利用され、主

要作物として米・麦・大豆の生産が約

90％を占めている。昭和 42 年の町制

施行により東員町が誕生し、地区数は

23 地区に区分され、そのうち 12 地区

において農業が営まれている。 

現在 32 経営体の認定農業者がおり、そのうち８経営体が法人化し、その他

24 経営体は家族経営となっている。今後、高齢化による農業者の減少により集

積が進み、１経営体当たりの経営耕地面積はさらに増加すると予想される。 

農業産出額は約４億円で、そのうち米が約 8割近くを占めている。東員町で

は「稼げる農業」を目標に掲げ、町内農業者や加工業者とともに、主要な農産

物である米・麦・大豆を中心として、付加価値のある多種多様な農産物生産へ

の取り組みと販路の拡充に取り組んでいる。また、近年は国の各種事業を活用

して麦・大豆生産のための機械導入を進める等、省力化や収量の向上を図るこ

とにより農業者の支援を行っている。 

 

２ 株式会社斉藤來洲の経営概況 

株式会社斉藤來洲（以下、「当社」という）は、東員町に拠点をおいて、水稲

26ha、水稲作業受託 3ha、小麦 27ha、大豆 28ha（経営面積約 84ha）の大規模水

田経営を展開している。近年は、ドローンを活用した病害虫防除、自動操舵装置

の導入、ICTを利用したほ場管理システムの導入などスマート農業にもいち早く

取り組んでいる先進的な経営体である。 

当社が栽培している小麦の品種は、三重県特産品の「伊勢うどん」麺用として

 

【図 1】三重県地図 
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需要が高い「あやひかり」であり、農協を通じて県内実需者に納めている。当社

の小麦栽培面積はいなべ地域（東員町及びいなべ市）では最大となっている。 

また、後継者は取締役として農業に従事し、東員町農業振興部会の会員である

とともに、桑員地区（桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町）の若手農業者で構

成される桑員４H クラブの会長であり、積極的に地域の農業振興に向けて活躍し

ている。 

 

３ 技術・経営上の特色 

（１）排水対策 

当社が小麦を栽培している水田は、稲－麦－大豆の二年三作のブロックロー

テーションを確立しているほ場で、栽培年度によっては排水性の悪いほ場も多

く含まれる。そのため、当社は、先代から土壌の物理性改善や排水対策等につい

て、特に注力して取り組み、現在もその

精神を受け継いでいる。ほ場準備段階で

は、排水性を確保するため、スタブルカ

ルチを用いて心土破砕を行うとともに、

初期生育確保を意識した播種床調整を

バーチカルハローにより行っている。溝

堀作業については、掘り取り部分を改良

した溝掘機を用いて、ほ場の四隅の連結

作業を省力化するとともに、額縁明渠と

６m 間隔で設置したほ場内明渠を連結し

た丁寧な排水対策を行っている。 

【写真１】 

 

（（２２））土土づづくくりり・・施施肥肥            

当社は土壌分析結果に基づく土壌改良資材の施用に加えて、後期重点型施肥

を実践し、施肥時期や資材を見極めた体系「基肥＋追肥（つなぎ肥）＋追肥（幼

穂形成期）」としている。なお、幼穂形成期以降の追肥は水稲作業と競合するた

め、幼穂形成期の追肥に緩効性肥料を利用することで以降の追肥作業を省略し

ている。これらの取組の結果、従前と比較して施肥量を３割程度削減するととも

に、充実した小麦が生産され、収量及び品質の向上を実現した。また、ほ場管理

システム（KSAS）を活用して資材必要量を管理したことにより、資材費のコスト

低減につながっている。 

 

【写真１】 

掘り取り部分を改良した溝掘機 

※掘り取り部分の鉄板を延長して、掘削

土をかき出せるように改良 
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（３）収量 

当社の小麦（あやひかり）の収量は、過去３ヶ年（令和元年産～３年産）の平

均単収が 456kg/10a と、三重県産平均 343kg/10a を大きく上回っている。また、

令和４年産についても、当社平均単収 414kg/10a は県平均の 312kg/10a を上回

っている状況である。いなべ地域の平均単収が県平均より低い約 300kg/10a で

ある中で、当社の平均単収は高い水準を維持している。【表１】 

 【表１】小麦平均単収 

 小麦（あやひかり）の単収（kg/10a） 
株式会社斉藤來洲 いなべ地域平均 三重県平均 

令和元年産～３年産   ４５６   ３０１  ３４３ 
令和４年産   ４１４    ２９８  ３１２ 

 
（４）品質改善 

当社の品質改善対策としては、当地域の播種適期である11月上中旬頃の播種、

開花状況を確認しながら行う 4 月のドローンによる赤かび病防除等、基本技術

の徹底を行っている。さらに、ほ場管理システム（KSAS）を活用して、全ほ場の

作付け状況や作業の進捗などを記録し、計画的な栽培作業管理に取り組み、高品

質小麦の安定生産に努めている。 

また、収穫時にあたっては、事前にほ場ごとに子実水分を測定して収穫適期を

判断し、計画的な収穫を行うことにより、刈り遅れが原因となる品質低下を防止

している。【表２】 

 

【表２】品質分析結果（令和４年産） 

タンパク質 

(％) 

灰分 

(％) 

容積重 

(ｇ/ｌ) 

フォーリング 

ナンバー 

品質ランク 

９．１ １．５０ ８４２ ３４５   Ａ 

 
（５）労働時間の軽減 

当社は、改良溝掘機による効率的な明渠の設置の他、ドローンを利用した効率

的な病害虫防除やほ場管理システム（KSAS）による作業管理に応じた労働配分、

自動操舵システム導入による肥料散布機等のスマート農業を取り組み、小麦ほ

場での主要機械作業（ほ場準備、播種、施肥、病害虫防除等）の省力化や時間短

縮を実現している。また、ブロックローテーションによる団地化を行い、労働時

間の軽減や移動時間の短縮が図られている。【表３】 
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【表３】10a あたりの小麦労働時間 

作業名 機械名 労働時間（分） 

耕起 スタブルカルチ 17.78 

土壌改良資材散布 ブロードキャスタ 10.67 

明渠 溝堀機 17.78 

播種床調整 バーチカルハロー 17.78 

播種・基肥 ドリルシーダー 17.78 

追肥 ブロードキャスタ 7.11 

除草剤散布 ブームスプレーヤー 8.89 

病害虫防除 ドローン 14.22 

刈取り・脱穀 自脱型コンバイン 17.78 

運搬 トラック、軽トラック 17.78 

乾燥調製 自家乾燥 53.33 

合計 
株式会社斎藤來洲 

200.89 

（3.35 時間） 

（県平均） （4.32 時間） 

 

（６）流通の改善、合理化 

当社は、乾燥・調製は自己施設を活用して計画的に収穫作業を実施することで、

品質向上やコストの低減を図っている。また、生産物については、農協を通じて、

全量を県内実需者に納めている。 
 
（７）その他 

齋藤氏は将来の経営規模拡大、雇用の確保に向けた条件整備のために平成 29

年度に法人を設立した。現在は、後継者を中心に、スマート農業研修会、農業

雇用管理研修会、労働者確保研修会、インボイス研修会等の経営改善の一助と

なる研修会に積極的に参加し、法人の経営基盤の確立や円滑な運営に努めてい

る。 

また、後継者は地域内農地の保全のために、自ら「人・農地プラン」検討会

を提案され、地域内の自治会や農業委員会との協議を行う等、地域内で信頼も

厚く、今後のさらなる発展が大いに期待される。 
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４ 今後の麦作の取組み 

今後も引き続き、排水対策、計画播種、開花時期の確認による赤かび病の予防

防除、計画的な収穫等、「基本技術の徹底」を継続しながら、収量向上や品質向

上をめざす取組を進めていく。 
また、当社は、いなべ地域の関係機関（市町、農協、共済、県等）で構成さ

れる「いなべ地域農業振興協議会」が実施する令和４年産麦作施肥試験を受託

し、その成果が令和５年産麦の栽培こよみに反映される等、地域の麦作振興に

も大きく貢献している。 

現在、さらなる品質向上、乾燥・調製能力の拡大を図るため、乾燥調製施設の

新設工事を進めている。新施設完成後はさらに栽培面積を拡大し、KSAS を活用

して労働力のシミュレーションにより雇用管理計画を作る等、法人としてます

ますの経営発展を目指している。 
 

 
執筆者：三重県桑名地域農業改良普及センター 普及１課 主幹 鷲野高明 

 

参
考
資
料
 
１
 
耕
種
概
要

 

前
作
の
 

栽
培
状
況
等
 

作
物
名
 

収
穫
期
 

収
量
（
10
a
当
た
り
）
 

有
機
物
及
び
土
壌
改
良
材
の
種
類
と
施
用
量
 

水
稲
 

8
月
～
10

月
 

48
0k
g 

農
力
ア
ッ
プ
 
90
kg
/1
0a
 

耕
起
、
整
地
、
播
種
 

耕
起
整
地
及
び
う
ね
立
の
有
無
 

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
播
種
床
調
整
後
、
ク
リ
ー
ン

シ
ー
ダ
ー
で
播
種
 

播
種
方
法
等
 

播
種
様
式
 

条
 
間
 

 

播
種
時
期
 

11
月

5
日
～
1
1
月

20
日
 

ク
リ
ー
ン
シ
ー
ダ
ー
 

30
㎝
 

 
播
種
量
 

8k
g/
10
a 

基
 
 
 
肥
 

肥
料
名
 

マ
グ
カ
ル
 

（
一
部
：
ア
ズ
ミ
ン
苦
土
石
灰
）

 
オ
ー
ル

14
 

化
学
肥
料
合
計
(k
g)
 

 
N－

P－
K 

5.
6－

5.
6－

5.
6 

施
肥
方
法
 

施
用
量
（
10
a
当
た
り
）
 

90
kg
 

40
kg
 

全
層
施
肥
 

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
 

管
 
 
 
理
 

作
業
名
 

除
草
剤
散
布
 

除
草
 

 
11

月
6
日
～
11

月
21

日
 
ム
ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
 
50
0m
L/
10
a 

追
 
 
 
肥
 

施
用
時
期
 

【
１
回
目
】
 

1
月

15
日
～
1
月

25
日
 

【
２
回
目
】
 

2
月

10
日
～
2
月

28
日
 

化
学
肥
料
合
計
(
㎏
)
 

N－
P－

K 

11
.2
－
5.
0－

5.
0 

 

施
肥
方
法
 

肥
料
名
 

オ
ー
ル

14
 

麦
一
発
肥
料
 

（
緩
効
性
肥
料
）
 

全
層
施
肥
 

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
 

 
施
用
量
（
10
a
当
た
り
）
 

30
kg
 

20
kg
 

病
虫
害
防
除
 

病
 
名
 

実
施
時
期
及
び
方
法
 

小
麦
赤
か
び
病
 

 
4
月

18
日
～
4
月

20
日
 
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、

0.
03
3ｌ

、
24
倍
液
、
ド
ロ
ー
ン
 

後
 
作
 
物
 

作
物
名
 

播
種
時
期
 

大
豆
 

 
６
月
～
７
月
 

 



－ 30 －

参
考
資
料
 
１
 
耕
種
概
要

 

前
作
の
 

栽
培
状
況
等
 

作
物
名
 

収
穫
期
 

収
量
（
10
a
当
た
り
）
 

有
機
物
及
び
土
壌
改
良
材
の
種
類
と
施
用
量
 

水
稲
 

8
月
～
10

月
 

48
0k
g 

農
力
ア
ッ
プ
 
90
kg
/1
0a
 

耕
起
、
整
地
、
播
種
 

耕
起
整
地
及
び
う
ね
立
の
有
無
 

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
で
播
種
床
調
整
後
、
ク
リ
ー
ン

シ
ー
ダ
ー
で
播
種
 

播
種
方
法
等
 

播
種
様
式
 

条
 
間
 

 

播
種
時
期
 

11
月

5
日
～
1
1
月

20
日
 

ク
リ
ー
ン
シ
ー
ダ
ー
 

30
㎝
 

 
播
種
量
 

8k
g/
10
a 

基
 
 
 
肥
 

肥
料
名
 

マ
グ
カ
ル
 

（
一
部
：
ア
ズ
ミ
ン
苦
土
石
灰
）

 
オ
ー
ル

14
 

化
学
肥
料
合
計
(k
g)
 

 
N－

P－
K 

5.
6－

5.
6－

5.
6 

施
肥
方
法
 

施
用
量
（
10
a
当
た
り
）
 

90
kg
 

40
kg
 

全
層
施
肥
 

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
 

管
 
 
 
理
 

作
業
名
 

除
草
剤
散
布
 

除
草
 

 
11

月
6
日
～
11

月
21

日
 
ム
ギ
レ
ン
ジ
ャ
ー
 
50
0m
L/
10
a 

追
 
 
 
肥
 

施
用
時
期
 

【
１
回
目
】
 

1
月

15
日
～
1
月

25
日
 

【
２
回
目
】
 

2
月

10
日
～
2
月

28
日
 

化
学
肥
料
合
計
(
㎏
)
 

N－
P－

K 

11
.2
－
5.
0－

5.
0 

 

施
肥
方
法
 

肥
料
名
 

オ
ー
ル

14
 

麦
一
発
肥
料
 

（
緩
効
性
肥
料
）
 

全
層
施
肥
 

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
 

 
施
用
量
（
10
a
当
た
り
）
 

30
kg
 

20
kg
 

病
虫
害
防
除
 

病
 
名
 

実
施
時
期
及
び
方
法
 

小
麦
赤
か
び
病
 

 
4
月

18
日
～
4
月

20
日
 
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、

0.
03
3ｌ

、
24
倍
液
、
ド
ロ
ー
ン
 

後
 
作
 
物
 

作
物
名
 

播
種
時
期
 

大
豆
 

 
６
月
～
７
月
 

 



－ 31 －

参
考
資
料
 
２
 
農
業
機
械
利
用
状
況

 
 

作
業
名

 
使
用
機
械
名

 
型
式
、
規
格
、
馬
力

 
台
 
 
 
数

 
稼
動
面
積

 
稼
動
期
間

 
実
稼
働

日
数

 
備
考

 

個
人
有

 
共
有

 
借
用

 
a 

 

（
共
通
作
業
機
）

 
ト
ラ
ク
タ
ー

 
ク
ボ
タ

M
Z6

5、
65

PS
 

2 
 

 
 

 
 

 

（
共
通
作
業
機
）

 
ト
ラ
ク
タ
ー
（
セ
ミ
ク

ロ
）

 
ク
ボ
タ

M
R9

7、
97

PS
 

1 
 

 
 

 
 

ほ
場
均
平

 
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

 
ス
ガ
ノ

L3
00

0A
G

 
1 

 
 

 
 

 
 

耕
起

 
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ

 
ス
ガ
ノ

C2
55

G
H

I 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

土
壌
改
良
資
材
散
布

 
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ

 
IH

Iア
グ
リ
テ
ッ
ク

M
BC

60
3 

1 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

2
月

 
14

 
 

明
渠

 
溝
掘
機

 
ス
ガ
ノ

D
25

CA
G

 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

播
種
床
調
整

 
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー

 
ス
ガ
ノ

V2
5A

I 
1 

 
 

2,
69

7 
11

/1
～

11
/2

0 
14

 
 

基
肥

 
施
肥
播
種
機

 
矢
崎
ク
リ
ー
ン
シ
ー
ダ
ー

RX
G

8 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

播
種

 

除
草
剤
散
布

 
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

 
丸
山
 

BS
A-

65
0 

1 
 

 
2,

69
7 

11
/5
～

11
/2

0 
14

 
 

追
肥

 
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ

 
IH

Iア
グ
リ
テ
ッ
ク

M
BC

60
3 

1 
 

 
2,

69
7 

12
月
～

2
月

 
14

 
 

畦
畔
除
草

 
ス
ラ
イ
ド
モ
ア

 
フ
レ
ー
ル
モ
ア

 
三
陽
機
器
 

ZM
-4

5 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

6
月

 
―

 
栽
培
期
間
を
通
し
て
実
施

 

病
害
虫
防
除

 
ド
ロ
ー
ン

 
M

G
-I

SA
K

 
1 

 
 

2,
69

7 
4/

19
～

4/
20

 
2 

 

刈
取
り

 
 

自
脱
型
コ

ン
バ
イ
ン

 
ク
ボ
タ

D
R6

13
0 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
2～

6/
15

 
7 

 

脱
穀

 
ク
ボ
タ

W
RH

10
00

C 
1 

 
 

2,
69

7 
6/

2～
6/

15
 

7 
 

運
搬

 
ト
ラ
ッ
ク

 
 

1 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

6
月

 
- 

収
穫
時
及
び
各
作
業
時

 

運
搬

 
軽
ト
ラ
ッ
ク

 
 

2 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

6
月

 
- 

収
穫
時
及
び
各
作
業
時

 

乾
燥
・
調
製

 
①
乾
燥
機

 
②
籾
粗
選
機

 
③
籾
摺
り
機

 
④
グ
レ
ー
ダ
ー

 
⑤
石
抜

 

①
金
子

K
W

C5
00

 
②
サ
タ
ケ

PC
35

00
 

③
サ
タ
ケ

SR
Z5

50
0X

 
④
サ
タ
ケ

N
VG

４
５

U
 

⑤
サ
タ
ケ

EG
A3

0-
40

C 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
2～

6/
17

 
14

 
 

麦
稈
処
理

 
ト
ラ
ク
タ
ー

 
ク
ボ
タ

K
L4

15
、

41
PS

  
 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
12

～
7
月
上
旬

 
14

 
 

生
産
管
理

 
K

SA
S 

パ
ソ
コ
ン

 
タ
ブ
レ
ッ
ト

 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

 
簡
易
水
分
計

 

 
１

 
１

 
１

 
１

 
１

 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

6
月

 
- 

栽
培
期
間
を
通
し
て
実
施

 



－ 32 －

参
考
資
料
 
２
 
農
業
機
械
利
用
状
況

 
 

作
業
名

 
使
用
機
械
名

 
型
式
、
規
格
、
馬
力

 
台
 
 
 
数

 
稼
動
面
積

 
稼
動
期
間

 
実
稼
働

日
数

 
備
考

 

個
人
有

 
共
有

 
借
用

 
a 

 

（
共
通
作
業
機
）

 
ト
ラ
ク
タ
ー

 
ク
ボ
タ

M
Z6

5、
65

PS
 

2 
 

 
 

 
 

 

（
共
通
作
業
機
）

 
ト
ラ
ク
タ
ー
（
セ
ミ
ク

ロ
）

 
ク
ボ
タ

M
R9

7、
97

PS
 

1 
 

 
 

 
 

ほ
場
均
平

 
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

 
ス
ガ
ノ

L3
00

0A
G

 
1 

 
 

 
 

 
 

耕
起

 
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ

 
ス
ガ
ノ

C2
55

G
H

I 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

土
壌
改
良
資
材
散
布

 
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ

 
IH

Iア
グ
リ
テ
ッ
ク

M
BC

60
3 

1 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

2
月

 
14

 
 

明
渠

 
溝
掘
機

 
ス
ガ
ノ

D
25

CA
G

 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

播
種
床
調
整

 
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー

 
ス
ガ
ノ

V2
5A

I 
1 

 
 

2,
69

7 
11

/1
～

11
/2

0 
14

 
 

基
肥

 
施
肥
播
種
機

 
矢
崎
ク
リ
ー
ン
シ
ー
ダ
ー

RX
G

8 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

11
月

 
14

 
 

播
種

 

除
草
剤
散
布

 
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

 
丸
山
 

BS
A-

65
0 

1 
 

 
2,

69
7 

11
/5
～

11
/2

0 
14

 
 

追
肥

 
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ

 
IH

Iア
グ
リ
テ
ッ
ク

M
BC

60
3 

1 
 

 
2,

69
7 

12
月
～

2
月

 
14

 
 

畦
畔
除
草

 
ス
ラ
イ
ド
モ
ア

 
フ
レ
ー
ル
モ
ア

 
三
陽
機
器
 

ZM
-4

5 
1 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

6
月

 
―

 
栽
培
期
間
を
通
し
て
実
施

 

病
害
虫
防
除

 
ド
ロ
ー
ン

 
M

G
-I

SA
K

 
1 

 
 

2,
69

7 
4/

19
～

4/
20

 
2 

 

刈
取
り

 
 

自
脱
型
コ

ン
バ
イ
ン

 
ク
ボ
タ

D
R6

13
0 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
2～

6/
15

 
7 

 

脱
穀

 
ク
ボ
タ

W
RH

10
00

C 
1 

 
 

2,
69

7 
6/

2～
6/

15
 

7 
 

運
搬

 
ト
ラ
ッ
ク

 
 

1 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

6
月

 
- 

収
穫
時
及
び
各
作
業
時

 

運
搬

 
軽
ト
ラ
ッ
ク

 
 

2 
 

 
2,

69
7 

10
月
～

6
月

 
- 

収
穫
時
及
び
各
作
業
時

 

乾
燥
・
調
製

 
①
乾
燥
機

 
②
籾
粗
選
機

 
③
籾
摺
り
機

 
④
グ
レ
ー
ダ
ー

 
⑤
石
抜

 

①
金
子

K
W

C5
00

 
②
サ
タ
ケ

PC
35

00
 

③
サ
タ
ケ

SR
Z5

50
0X

 
④
サ
タ
ケ

N
VG

４
５

U
 

⑤
サ
タ
ケ

EG
A3

0-
40

C 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
2～

6/
17

 
14

 
 

麦
稈
処
理

 
ト
ラ
ク
タ
ー

 
ク
ボ
タ

K
L4

15
、

41
PS

  
 

1 
 

 
2,

69
7 

6/
12

～
7
月
上
旬

 
14

 
 

生
産
管
理

 
K

SA
S 

パ
ソ
コ
ン

 
タ
ブ
レ
ッ
ト

 
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

 
簡
易
水
分
計

 

 
１

 
１

 
１

 
１

 
１

 

 
 

2,
69

7 
10

月
～

6
月

 
- 

栽
培
期
間
を
通
し
て
実
施

 


